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中国の昔の本(戦国策 魏策)の中に次のような話が出てきます。中国の魏(ぎ)の国の王が趙(ちょう)の国
の都(邯鄲 かんたん)を攻めようとしたとき、家来の季梁(きりょう)がそれをやめさせるためにした話です。
(｢魏｣は、中国の戦国時代の国です。紀元前403年～225年にあったといわれています。三国志の
魏とは異なります。)

今、帰ってくる道の途中、北に向かっている馬車に出会いました。その馬車
に乗っている人に
｢どちらに行かれるのか。｣と聞きますと、
「南の楚(そ)の国に行くつもりだ。」と言います。
「南の楚の国に行くのに、なぜ北に行くのか。」と驚いて聞くと、
「私の馬は良馬で、とても優れているので楚の国に行き着く。｣と答えます。
「とても良い馬かも知れんが、行く方向を間違えている。｣と言うと、
「私は、路銀(旅費)をたっぷり持ち歩いている。」と言います。
「そうかも知れんが、いくらお金を多く持ち歩いても、その道は南の楚の国に
は通じていませんぞ。」と、重ねて忠告すると、男は、
「最高の腕前の御者(馬を操る人)がついている。」と答えます。男は、私の忠
告を聞かず馬車に乗ってそのまま北へ向かってしまいました。

魏王(ぎおう)の目標が覇王(はおう)として天下の信頼を得ようとしているにもかかわらず、邯鄲(かんた
ん)を攻めれば逆にその目標から遠ざかるということを例え話で諭しています。魏王はこの季梁(き
りょう)の話を聞いて、趙(ちょう)を攻める計画をやめました。このことから、｢南轅北轍(なんえんほくてつ)｣
という言葉が生まれました。｢南へ行くべき馬車が、北へ向かってしまう。(南轅…かじ棒は南向き､北轍…わだ
ちは北向き)｣という意味です。どんなに良い条件が整っ
ていたとしても、[肝心の向かうべき方向、目的]が間
違っていたとしたら、努力をしても逆にゴールか
ら遠ざかってしまうのです。
すばらしい目標を立てたとしても、向かうべき

方向や目的が間違っていれば目標を達成すること
はできません。子どもたちにもこのことは言える
と思います。子どもたち自身で向かうべき方向、
目的を見いだしていくことは大切ですが、経験の
不足する子どもたちにとってそれは、少し難しい
ことかもしれません。この経験不足を補うのが、
保護者の皆様であり、私たち学校の教職員なのだ
と思います。子どもたちの意思を尊重しながらも、
時には優しく、時には厳しく導いていくのが私た
ちの役目だと思います。
向かうべき方向や目的は、｢本質｣と言っても良い

かもしれません。本質の部分が間違ってしまえば、
望ましい結果を生むことはできないと思います。
子どもたちが本質を見失わないように、寄り添っ
たり間をおいたりしながら、支援・助言していく
大人でありたいと思います。保護者の皆様もどう
ぞよろしくお願いいたします。
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島守小昔の写真

今、島守地区では、八戸市が進めてい
る｢地域の底力｣プロジェクトにおいて、
｢島守弁ミニ事典｣を作成しています。そ
の中で、事典に掲載するため、小学校に
ある古い写真の提供をお願いされまし
た。校長室のスチール棚を調べたところ
古い写真が複数枚見つかりました。右の
写 真 も そ の １ 枚 で
す。戦前のものです。
今でいう｢組体操｣だ
と思われます。(この写
真に写っているのは小学校高学年か､併
設されていた青年学校の生徒だと思われ
ます｡)見つかった写真
の一部を校長室前廊
下 に 掲 示 し て い ま
す。小学校においで
の際は、どうぞご覧
ください。

江戸時代の島守（その１２）
宝暦１０年(1760)２月１７日
「島守村の御制札が大破につき、前々より村普請にしていたの
で、古道具等を取り集め、修繕の旨申し出、願いの通り申し渡
さる」

禁止事項や伝達事項は、制札（せいさつ）という板に墨で書
いて、制札場に立てました。人目につきやすいところにあり、
江戸は日本橋、京都は三条大橋、八戸は現在の三日町の交差点
でした。島守は、小学校の近
くのパーマ屋さんの付近にあ
ったといわれています。
普通は字が見えなくなって

も、勝手に墨入れをすること
はできませんでしたし、壊れ
ても修理をすることはできま
せんでした。しかし、島守で
は前から修理は村の人たちが
やっていたので、今回も修理
してよいとの藩からの返事で
す。 制札場といわれている場所

（小学校の近くのパーマ屋さん付近）

南郷歴史民俗資料館 古里 淳

防犯訓練実施

不審者侵入を想定して、今年

度も防犯訓練を実施しました。

校内の非常放送を聞いて、安

全なルートを通り体育館まで避

難しました。

また、赤坂駐

在所所長から、

不審者に手首を

つかまれた時の

護身術や、防犯

笛の使い方等を

ご指導いただき

ました。 護身術の練習

先生方はサスマタの使い方を練習しました

７月の行事予定
３(月) 炭焼き体験 島守弁講座
４(火）スポーツテスト
５(水）全校活動（七夕集会）
６(木) 水泳教室(上学年）委員会活動

集金日 ALT学校訪問日
７(金）汚れ落とし・ワックスがけ
11(火) 水泳教室（下学年）
12(水)～13日(木）4･5年生宿泊学習
13(木）ALT学校訪問日 委員会活動
14(金）水泳教室（上学年）
17(月) 祝日（海の日）
20(木) 参観日 親子会議
21(木) １学期終業式
25(火)～27(木) 保護者懇談日
30(日）PTA環境奉仕活動

８月
22(火) ２学期始業式

夏休み明けテスト
23(水) 身体計測
25(金) 集金日 避難訓練
30(水) ５年学習状況調査
31(木) 複式集合学習(下学年）

子どもたちの確かな学びと豊かな育ちのために

６月５日に島守小学校で「島守小・中学
校地域連携協議会」を行いました。地域と
学校が信頼関係を深め、連携して子どもた
ちを育てるための会議です。第一回目は、
今年度の委員の方々から自己紹介をしてい
ただいた後、小・中学校校長より、それぞ
れの学校の経営方針を説明しました。

手づくり弁当の日
～作ってくれた人に感謝して～
今年は、それぞれのクラスでグ

ループになって楽しくお弁当を食
べました。お買い物やおかず作り
など、お手伝いをした子がたくさ
んいました。素敵なお弁当をみん
なうれしそうに食べていました。

クラブ活動

今年度は、子どもたち
から希望を募り３つのク
ラブを作りました。子ど
もたちは自分がやりたい
クラブに入り友だちと仲
良く活動をしています

スポーツクラブ ものづくりクラブ パソコンクラブ

島守春祭り
６月４日「島守春祭り」が行わ
れました。あいにくの小雨の中
でしたが、島守小学校神楽クラ
ブが出演しました。毎夕、島守
神楽保存会の方々から丁寧にご
指導いただきました。本番では
勇壮に舞を披露し、たくさんの
拍手をもらいました 。


